
毎月１５日号には、生涯学習だより「ひろば」が折り込まれています。

▼
 

　ホームページ　　http://www.city.inagi.tokyo.jp/ 
　公式ツイッター http://twitter.com/inagi_city 
　メール配信サービス（登録される方は、左のQRコードから、 
　または「inagicity@emp.ikkr.jp」に空メールを送信してください） 

1042－378－2111　 
1042－331－6346 
1042－350－6321 
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平成28年 

第1211号  5.15
毎月1日・15日発行 

毎
月　

日
号
2
面
に
「
市
長
コ
ラ
ム
」
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。

15

お得  宿泊  大満お得  宿泊  大満足！
～姉妹都市・友好都市での宿泊費が助成されます～～姉妹都市・友好都市での宿泊費が助成されます～

姉妹都市・北海道大空町

友好都市・長野県野沢温泉村
　温泉とスキーで知られ、村内には 30余りの源
泉、13 カ所の「外湯」と呼ばれる無料の共同浴
場があります。

友好都市・福島県相馬市
　県立自然公園松川浦を始めとした豊かな自然環境
や相馬民謡などがあります。相馬野馬追は７月に予
定されています。

　７月下旬から８月中旬の女満別空港付近で
は、降りてくる飛行機を歓迎するようにひまわ
りが咲きます。

稲城市
バス・飛行機（羽田空港～女満別空港）

約 2時間30分
女満別
空港

稲城市
電車・新幹線（北陸新幹線）約 4時間15分
自動車（上信越道使用）　　約 4時間

野沢
温泉村稲城市 相馬市

電車・新幹線（福島駅経由）約 4時間30分
自動車（常磐道使用）　　　約 4時間

ひがしもこと芝桜まつり（東藻琴芝桜公園）
ひまわり鑑賞（女満別空港付近・朝日ヶ丘公園）
わかさぎ釣り（女満別湖畔野営場奥）

春
夏
冬

菜の花観賞（おぼろ月夜の館）
野沢温泉スキー場

春
冬

相馬野馬追（中村神社ほか）
いちご狩り（和田観光いちご園）

夏
冬

人口と世帯数

緑につつまれ友愛に満ちた
市民のまち稲城　　　　　

（前月比）平成28年5月1日現在
（484人増）88,312人人口
（222人増）44,525人男
（262人増）43,787人女
（250世帯増）38,345世帯世帯数

※人口及び世帯数は、住民基本台帳に
　よるものです。

ご利用ください 宿泊費助成
　市では姉妹都市北海道大空町との市民交流が活発になるよう、市の指定
する宿泊施設を利用する方に対して、宿泊料金の一部を助成しています。
　今年度から、大空町に加え、友好都市である福島県相馬市と長野県野沢
温泉村の宿泊施設に対する宿泊料金の一部助成を開始します。
■対市内在住・在勤・在学の方

▽助成額・泊数　表1参照

▽助成対象の宿泊施設　市役所総合案内、市民協働課、平尾・若葉台出張
所にあるパンフレット、市�をご覧ください。

▽利用方法　予約先（表2参照）に直接予約してから、地域振興プラザ１
階のＮＰＯ法人市民活動サポートセンターいなぎへ申請書を提出してくだ
さい。
※申請書は、利用日の30日前から7日前までに提出してください。
※申請書はＮＰＯ法人市民活動サポートセンターいなぎ及び市�で入手可
■問助成の申請について＝ＮＰＯ法人市民活動サポートセンターいなぎ
　制度の内容について＝市民協働課協働推進係

表1　助成額・助成泊数
助成泊数助成額　※区分

毎年度3泊まで1泊につき4,000円大人（満12歳以上）大空町 1泊につき3,000円小人（満3歳以上満12歳未満）
相馬市・野沢温泉村
それぞれ毎年度2泊まで

1泊につき2,500円大人（満12歳以上）相馬市・
野沢温泉村 1泊につき1,500円小人（満3歳以上満12歳未満）

※助成額は、宿泊料金を上限としています。

表2　予約先
電話番号予約窓口

0152－74－2108ホテル湖南荘大空町 0152－74－2343湯元ホテル山水
0244－38－7111なぎさの奏　夕鶴

相馬市

0244－38－8225賀都屋旅館
0244－26－5456ホテル　エムアンドエム相馬
0244－38－8013旅館　かんのや
0244－35－3722ホテルコーラス相馬
0244－35－1121相馬ステーションホテル
0269－85－3155野沢温泉観光協会　※野沢温泉村

※助成対象の宿泊施設は200カ所以上あります。詳細は、パンフレットまたは市�をご覧ください。

（2）市長コラム主
な
記
事

（4）特集 障害者差別解消法が施行

（5）
 5月30日（月）に多3・4・17号
坂浜平尾線の一部区間を交通開放

（8） 上  谷  戸 のホタルを観賞しよう！
かさ や と

○C K.Okawara・
　Jet Inoue

稲城
なしのすけ

そらっきーそらっきー

ナスキーナスキースキちゃんスキちゃん



28・5・15 代表電話は042－378－2111　（2）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

▽
5
月
下
旬
・
6
月
上
旬
の
作
業
日
・
地
区　

5
／　
（
火
）・
押
立
、
6
／
7（
火
）・
向
陽
台
、
6
／　
（
火
）・
矢
野
口
、
全
て
の
作
業
日
・
東
長
沼　

■申
 

作
業
日
前
週
の
金
曜
日
午
前
中
ま
で
に
電
話
で
お
申
し
込
み
の
う
え
、

24

14

持
ち
込
む
場
所
を
確
認
し
、
土
曜
日
か
ら
月
曜
日
ま
で
に
必
ず
葉
を
取
り
除
い
て
か
ら
お
持
ち
込
み
く
だ
さ
い〔
葉
付
き
の
剪
定
枝
や
取
り
除
い
た
葉
は
、燃
え
る
ご
み
の
日
に
出
せ
ば
２
袋（
束
）ま
で
無
料
収
集
し
ま
す
〕。　

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

家
庭
剪
定
枝
リ
サ
イ
ク
ル
情
報

せ
ん 
て
い 

し

環境 環境 

平
成　

年
度
当
初
の

28

施
設
開
設

市
長
コ
ラ
ム
No.54

　

平
成　

年
度
の
工
事
が
終
わ

２７

り
本
年
４
月
か
ら
市
内
に
新
た

に
２
つ
の
施
設
が
誕
生
し
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

①
稲
城
長
峰
ス
ポ
ー
ツ
広
場

　

昨
年
１
月
に
サ
ッ
カ
ー
場
と

フ
ッ
ト
サ
ル
場
を
先
行
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
が
、
こ
の
度
第
二

期
工
事
を
完
了
し
、
全
て
の
施

設
が
利
用
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。

　

管
理
棟
の
完
成
に
よ
り
更
衣

室
・
シ
ャ
ワ
ー
等
が
使
え
る
よ

う
に
な
り
、
電
気
設
備
の
完
成

に
よ
り
夜
間
照
明
が
使
え
る
た

め
、
夜
９
時
ま
で
利
用
可
能
と

な
り
ま
す
。

　

管
理
棟
の
東
側
半
分
は
、
防

災
倉
庫
・
消
防
団
倉
庫
と
な
っ

て
い
ま
す
。
地
域
防
災
計
画
に

お
け
る
被
害
想
定
の
見
直
し
に

伴
い
、
増
強
し
て
い
る
備
蓄
品

を
収
蔵
す
る
倉
庫
と
し
て
の
み

な
ら
ず
、
災
害
時
に
は
備
蓄
資

機
材
や
救
援
物
資
等
の
荷
捌
き

場
に
も
な
り
ま
す
。

　

更
に
芝
生
広
場
の
完
成
に
よ

り
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
や
散

策
時
の
休
憩
に
も
利
用
で
き
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
の
施
設
は
指
定
管
理
者
制

度
に
よ
り
東
京
ヴ
ェ
ル
デ
ィ
グ

ル
ー
プ
が
管
理
・
運
営
を
行
っ

て
お
り
、
施
設
を
適
正
に
管
理

し
、
市
民
に
有
効
利
用
し
て
い

た
だ
く
の
み
な
ら
ず
東
京
ヴ
ェ

ル
デ
ィ
、
日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ

に
よ
る
サ
ッ
カ
ー
教
室
や
、
選

手
の
練
習
な
ど
に
も
活
用
さ
れ

る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

②
消
防
団
第
二
分
団
詰
所

　

東
長
沼
地
区
の
詰
所
は
、
も

と
も
と　

南
武
線
稲
城
長
沼
駅

JR

の
踏
切
脇
に
火
の
見 
櫓 
と
と
も

や
ぐ
ら

に
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
区

画
整
理
事
業
に
伴
い
移
転
と
な

っ
た
も
の
で
す
が
、
用
地
確
保

に
目
途
が
立
た
な
い
中
で
、
借

地
に
木
造
の
仮
設
詰
所
を
建
設

し
運
用
し
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
現
在
地
に
用
地
確

保
が
で
き
た
こ
と
に
よ
り
恒
久

施
設
の
建
設
を
決
定
し
、
建
替

え
工
事
中
は
市
役
所
第
５
駐
車

場
の
プ
レ
ハ
ブ
詰
所
に
一
時
移

転
を
お
願
い
し
て
い
ま
し
た
。

こ
の
間
、
第
二
分
団
及
び
東
長

沼
地
区
の
皆
様
に
ご
迷
惑
を
お

か
け
し
ま
し
た
が
、
ご
理
解
ご

協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

建
設
に
あ
た
っ
て
は
、
第
二

分
団
や
地
元
自
治
会
と
十
分
な

時
間
を
か
け
て
意
見
交
換
を
重

ね
ま
し
た
。
予
算
や
敷
地
の
制

約
は
あ
る
も
の
の
、
可
能
な
限

り
要
望
に
お
応
え
で
き
た
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
施
設
は
数
々
の
特
徴

と
工
夫
が
見
ら
れ
ま
す
。
分
団

詰
所
部
分
で
は
、
車
庫
の
隣
に

土
足
で
入
れ
る
部
屋
が
あ
り
、

出
動
準
備
に
役
立
ち
ま
す
。
男

女
別
の
更
衣
室
・
ト
イ
レ
は
市

内
詰
所
で
初
と
な
る
設
備
で
、

今
後
女
性
団
員
の
入
団
促
進
に

役
立
つ
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
詰
所
と
別
区
画
に
自

主
防
災
組
織
が
運
用
す
る
備
蓄

倉
庫
や
研
修
室
を
併
設
し
て
お

り
、
施
設
全
体
が
地
域
活
動
に

多
目
的
に
使
用
で
き
る
配
置
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
最
新
施
設
の
整
備

は
、
消
防
団
活
動
の
円
滑
化
や

安
全
確
保
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、

団
員
の
勧
誘
・
確
保
に
も
寄
与

す
る
も
の
と
期
待
し
て
い
ま
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
先
月　

日
に
発

１４

生
し
た
熊
本
地
震
で
は
、
改
め

て
自
然
災
害
の
突
発
性
と
脅
威

を
感
じ
、
日
頃
か
ら
の
備
え
が

重
要
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し

ま
し
た
。
現
在
稲
城
市
で
は
第

四
次
長
期
総
合
計
画
に
沿
っ
て
、

施
設
の
整
備
・
改
修
等
に
取
り

組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
が
、

今
後
と
も
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の

本
来
機
能
に
合
わ
せ
て
防
災
機

能
の
向
上
も
織
り
込
ん
で
進
め

て
ま
い
り
ま
す
。

農
家
開
設
型
市
民
農
園

　

農
業
者
が
開
設
運
営
す
る
市
民

農
園
の
利
用
者
を
募
集
し
ま
す
。

※
水
道
施
設
有

▽
利
用
期
間　

６
月
１
日（
水
）〜

平
成　

年
４
月
末
日
（
最
長
５
年

２９

間
継
続
可
能
）

▽
農
園
名
・
募
集
区
画
数

①
市
役
所
通
り
農
園
（
東
長
沼
２

１
１
２
の　

）
・　

区
画
（
複
数

１２

１５

区
画
利
用
可
）

②
東
方
農
園
（
大
丸　

の　

）
・

６０

１７

８
区
画
（
複
数
区
画
利
用
不
可
）

※
一
律
１
区
画
／　

㎡
２０

■費
 
　①

１
万
８
千
円
（
平
成　

年
度
以

２９

降
１
万
９
千
円
）

②
２
万
円
（
平
成　

年
度
以
降
２

２９

万
２
千
円
）　

フ
ァ
ミ
リ
ー
農
園

　

土
地
所
有
者
の
ご
厚
意
で
市
が

農
地
を
借
り
受
け
、
フ
ァ
ミ
リ
ー

農
園
と
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
提

供
し
ま
す
。

※
水
道
施
設
な
し

▽
利
用
期
間　

６
月
１
日（
水
）〜

平
成　

年
２
月　

日

３０

２８

▽
農
園
名
・
募
集
区
画
数

松
の
台
農
園
（
百
村　

の
１
）
・

１９２

２
区
画

※
一
律
１
区
画
／　

㎡
（
複
数
区

１５

画
利
用
不
可
）

■費
 

５
千
円（
平
成　

年
度
６
千
円
）

２９

▽
共
通
事
項

■申
 

は
が
き
〔
必
要
事
項
①
住
所
②

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
③
電
話
番
号

（
携
帯
電
話
可
）
④
生
年
月
日
〕

※
１
世
帯
で
２
通
以
上
の
応
募
は

で
き
ま
せ
ん
。

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
と

し
、
結
果
は
５
月　

日（
火
）ま
で

３１

に
通
知
し
ま
す
。

■限
 

５
月　

日（
木
）必
着

２６

※
駐
車
場
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■先
 

■問
 

経
済
観
光
課
農
政
係（
〒　
・
２０６

　

稲
城
市
東
長
沼
２
１
１
１
）

８６０１

　

毎
年
５
月　

日
は
「
関
東
地
方

３０

環
境
美
化
の
日（
ご
み
ゼ
ロ
デ
ー
）」

と
し
て
ご
み
の
散
乱
防
止
・
再
資

源
化
及
び
地
域
環
境
美
化
の
意
識

の
高
揚
を
図
る
日
で
す
。

分
別
徹
底
の
お
願
い

　

カ
セ
ッ
ト
ボ
ン
ベ
等
の
有
害
ご

み
が
燃
え
な
い
ご
み
に
混
在
し
て

い
る
ケ
ー
ス
や
、
資
源
と
な
る
古

紙
が
燃
え
る
ご
み
の
中
に
混
在
し

て
い
る
ケ
ー
ス
が
見
受
け
ら
れ
ま

す
。
次
の
点
に
配
慮
し
、
よ
り
一

出
張
実
施
し
ま
す

ご
み
減
量
地
域
説
明
会

　

ご
み
減
量
や
リ
サ
イ
ク
ル
に
つ

い
て
、
市
職
員
に
よ
る
出
張
説
明

会
を
随
時
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

説
明
会
で
は
、
ご
み
の
分
別
や

出
し
方
、
処
理
の
流
れ
、
ご
み
量

と
そ
の
内
訳
、
減
量
の
ポ
イ
ン
ト

な
ど
を
ゲ
ー
ム
や
ク
イ
ズ
で
お
話

し
す
る
他
、
皆
さ
ん
の
疑
問
・
質

問
に
お
答
え
し
ま
す
。

稲城市長
�橋　勝浩

層
ご
み
の
減
量
や
資
源
の
リ
サ
イ

ク
ル
推
進
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
ご
み
に
な
る
も
の
は
買
わ
な
い
、

求
め
な
い
。

○
可
能
な
限
り
資
源
と
し
て
リ
サ

イ
ク
ル
す
る
。

○
リ
サ
イ
ク
ル
製
品
を
積
極
的
に

利
用
す
る
。

○
ご
み
は
ポ
イ
捨
て
せ
ず
に
、
持

ち
帰
る
。

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

5
月

日
は
環
境
美
化
の
日

30

「
混
ぜ
れ
ば
ご
み

分
け
れ

ば
資
源

ご
み
減
量
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
」

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
・
在
学
の
団

体
や
グ
ル
ー
プ

▽
説
明
時
間　
　

分
〜
１
時
間
程

２０

度■申
 

電
話

※
希
望
日
の
２
週
間
前
ま
で
に
お

申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
時
間
、
会

場
な
ど
は
相
談
に
応
じ
ま
す
。

■先
 

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル

係

農
園
利
用
者
募
集

▲稲城長峰スポーツ広場は熊本県への
物資搬送の際も荷捌き場として活躍

▲完成した第二分団詰所

　

４
月　

日
に
平
成　

年
度
稲
城

１４

２８

市
認
定
農
業
者
認
定
書
交
付
式
を

行
い
、
市
長
か
ら
認
定
書
が
交
付

さ
れ
ま
し
た
。

　

認
定
農
業
者
は
、
農
業
経
営
基

盤
強
化
促
進
法
に
基
づ
き
、
農
業

者
が
作
成
し
た
農
業
経
営
の
改
善

を
図
る
た
め
の
計
画
を
市
の
基
本

構
想
に
照
ら
し
て
、
市
長
が
認
定

す
る
も
の
で
す
。

▽
認
定
者
へ
の
処
遇

①
経
営
改
善
の
た
め
の
補
助

②
各
種
融
資
で
の
優
遇

③
税
制
上
の
特
例

④
各
種
研
修
等
の
支
援
措
置

▽
認
定
期
間　

４
月
１
日
〜
平
成

　

年
３
月　

日

３３

３１

■問
 

経
済
観
光
課
農
政
係

　

東
京
南
農
業
協
同
組
合　

上
原

健
次
代
表
理
事
組
合
長
か
ら
市
の

都
市
農
業
振
興
支
援
を
目
的
と
し

て
、
３
月　

日
に
市
へ
寄
付
金
が

３１

贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。

　

稲
城
市
は
都
市
化
が
進
み
、
宅

地
と
農
地
が
共
存
し
て
い
ま
す
の

で
、
こ
の
寄
付
金
を
都
市
農
業
振

興
の
た
め
に
有
効
に
活
用
し
ま
す
。

■問
 

経
済
観
光
課
農
政
係

生
ご
み
処
理
容
器
「
く
う

た
く
ん
」
の
展
示
販
売

６
月
は
環
境
月
間

環
境
パ
ネ
ル
展
開
催

　

環
境
パ
ネ
ル
展
を
行
い
ま
す
。

こ
の
機
会
に
環
境
問
題
を
考
え
ま

し
ょ
う
。

■日
 

６
月
１
日（
水
）〜　

日（
日
）

１２

生
活
騒
音
に
気
を
配
り
ま

し
ょ
う

　

生
活
騒
音
と
は
、
一
般
家
庭
の

日
常
生
活
に
伴
い
発
生
す
る
音
の

う
ち
、
隣
近
所
に
迷
惑
を
か
け
て

い
る
音
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
例

え
ば
ピ
ア
ノ
の
音
や
音
響
機
器
、

ペ
ッ
ト
の
鳴
き
声
な
ど
で
す
。

　

一
般
家
庭
か
ら
発
生
す
る
生
活

騒
音
は
、
法
律
な
ど
に
よ
る
規
制

の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
こ
と
か

ら
、
原
則
と
し
て
当
事
者
同
士
の

話
し
合
い
に
よ
っ
て
解
決
に
努
め

て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　

ち
ょ
っ
と
し
た
気
遣
い
や
気
配

り
で
良
好
な
生
活
環
境
を
つ
く
り

ま
し
ょ
う
。

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

　

リ
サ
イ
ク
ル
・
フ
リ
ー
マ
ー
ケ

ッ
ト
で
、
生
ご
み
処
理
容
器
「
く

う
た
く
ん
」
の
展
示
販
売
、
生
ご

み
水
切
り
体
験
等
を
行
い
ま
す
。

※
く
う
た
く
ん
は
、
室
内
用
で
場

所
を
取
ら
な
い
生
ご
み
処
理
容
器

（
高
さ　

㎝
×
幅　

㎝
）
で
す
。

４３

３３

■日
 

６
月
４
日（
土
）

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

※
雨
天
時
は
、
６
月　

日（
土
）に

１１

延
期

■場
 

平
尾
団
地
商
店
街
広
場

■問
 

環
境
課
ご
み
・
リ
サ
イ
ク
ル
係

稲
城
市
認
定
農
業
者

認
定
書
交
付

▲寄附金贈呈の様子

東
京
南
農
業
協
同
組
合
か

ら
寄
付
金
が
贈
呈
さ
れ
ま

し
た

■時
午
前
９
時
〜
午
後
９
時　

分
３０

■場
総
合
体
育
館
１
階
ロ
ビ
ー

■問
 

環
境
課
環
境
保
全
係

▲

ご
み
減
量
地
域
説
明
会
の
様
子

▲12人の認定農業者が誕生

▲農家開設型市民農園の様子



（3）　代表電話は042－378－2111 28・5・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

交
通
災
害
共
済
「
ち
ょ
こ
っ
と
共
済
」
に
ご
加
入
く
だ
さ
い
平
成　

年
度
分
申
込
受
付
中
で
す
。
わ
ず
か
な
掛
け
金
で
加
入
で
き
、
手
続
き
も
簡
単
で
す
。
■問
市
民
課
市
民
窓
口
係

28

子育て 
教育 
子育て 
教育 

高齢 
福祉 
高齢 
福祉 

駒
沢
学
園

離
乳
食
ル
ー
ム
の
お
誘
い

　人権擁護委員法の施行を記念して、毎年6月1日は「人権擁護委員
の日」とされています。市では、毎月第1・第3金曜日の午後に、
人権擁護委員による人権・身の上相談を設けていますが、6月1日は
人権擁護委員の日にあたることから、6月3日（金）の相談時間を拡大
します。「他人から人権を侵害されている」等、人権・身の上の問
題でお困りの際は、ご相談ください。
■日■時6月3日（金）午前10時～午後4時（正午～午後1時を除く）
■場市役所2階市民相談室　■定5人（申込先着順）

▽相談員　稲城地区人権擁護委員（笹久保　惠美子氏、原田　正行
氏、岸田　博三氏、狩野　和枝氏）

▽予約方法　6月2日（木）までに電話（1378－2286）でお申し込
みください。
■先■問市民協働課市民生活係
人権擁護委員とは
　人権擁護委員は法務大臣が委嘱した民間のボランティアです。こ
の制度は、日頃地域に根ざした活動を行っている人たちが、地域の
中で人権思想を広め、人権侵害が起きないように見守り、人権を擁
護していくことが望ましいという考えから設けられ、諸外国に例を
見ない制度です。
　全国の各市町村に人権擁護委員が配置され、講演会や座談会を開
催したり、法務局・各市町村の人権相談所などで地域の方の人権相
談を受けるなど、積極的な活動を行っています。
　なお、平成6年度からいじめ、体罰、不登校などの子どもを巡る
人権問題に適切に対処するため、人権擁護委員の中から子どもの人
権問題を専門的に取り扱う「子どもの人権専門委員（現子ども人権
委員会）」が設けられ、活発な活動をしています。

　市には、各種委員会・審議
会などへ参加していただける
市民の方の情報をあらかじめ
登録しておく「人材バンク制
度」があります。市民の皆さ
んがお持ちの知識や経験を市
政運営にお役立てください。
参加・協力していただける方
は、ご登録をお願いします。
■対次の全てに該当する方
①市内在住・在勤の20歳以上
の方
②市政やまちづくりに関心が
あり、積極的に行政運営に参
加する意欲のある方
③政治、経済、社会、文化、
その他の分野で専門的知識・
経験のある方

▽登録者数　72人（平成28
年3月31日現在）
■先■問市民協働課協働推進係

障害 
福祉 
障害 
福祉 

　

発
達
障
害
に
対
す
る
基
本
的
な

考
え
方
と
、
４
月
に
施
行
さ
れ
た

障
害
者
差
別
解
消
法
の
合
理
的
配

慮
の
考
え
方
に
つ
い
て
お
話
し
し

ま
す
。

■日
 

６
月　

日（
金
）

１０

■時
 

午
前　

時
〜
正
午
（
受
付
＝
午

１０

前
９
時　

分
〜
）

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■講
 

森　

裕
幸
氏
（
発
達
支
援
セ
ン

タ
ー
レ
ス
ポ
ー
い
な
ぎ
・
臨
床
心

理
士
）

■申
 

電
話
、
メ
ー
ル
、
フ
ァ
ク
ス

※
メ
ー
ル
・
フ
ァ
ク
ス
の
場
合
は

氏
名
・
お
住
ま
い
の
市
町
村
・
連

絡
先
を
明
記
し
て
く
だ
さ
い
。

※
参
加
に
あ
た
り
、
何
か
配
慮
が

必
要
な
方
は
事
前
に
お
申
し
出
く

だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
レ
ス
ポ

ー
い
な
ぎ　

1　

・
８
７
９
４
、

３３１

5　

・
８
７
９
５
、
� resu

３３１

po

‐ inagi@
inagi

‐ masa
yum

e.com

　

穴
埋
め
ク
イ
ズ
で
、
い
き
い
き

暮
ら
す
た
め
の
食
べ
方
の
ヒ
ン
ト

を
管
理
栄
養
士
が
ア
ド
バ
イ
ス
し

ま
す
。

■対
 
　

歳
以
上
の
方

６５
■日
 

６
月　

日（
金
）

１７

■時
 

午
前　

時
〜　

時　

分

１０

１１

３０

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
４
階

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

３０
■講
 

駒
沢
学
園
健
康
栄
養
相
談
室　

管
理
栄
養
士

■申
 

電
話
〔
５
月　

日（
月
）〜
〕

１６

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
エ

レ
ガ
ン
ト
も
む
ら　

1　

・
５
５

３７９

０
０

　

介
護
を
し
て
い
て
困
っ
て
い
る

こ
と
、
不
安
に
思
っ
て
い
る
こ
と

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
お
茶
を
飲
み

な
が
ら
ゆ
っ
く
り
話
し
ま
し
ょ
う
。

老
人
性
白
内
障
手
術
に
伴

う
特
殊
眼
鏡
等
の
助
成

　

平
成　

年
度
中
に
開
設
予
定
の

２８

稲
城
市
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支

援
総
合
事
業
第
１
号
事
業
を
実
施

す
る
事
業
者
を
募
集
し
ま
す
。

▽
募
集
す
る
サ
ー
ビ
ス
・
事
業
所

数通
所
型
サ
ー
ビ
ス
Ａ
（
送
迎
体
制

あ
り
）
・
若
干
数

※
募
集
要
項
等
は
市 　 
か
ら
入
手

HP

可■申
 

募
集
要
項
を
確
認
し
、
高
齢
福

祉
課
地
域
支
援
係
に
電
話
の
う
え
、

事
前
協
議
応
募
申
出
書
を
持
参
。

■対
 

平
成　

年　

月
〜　

月
生
ま
れ

２７

１１

１２

の
お
子
さ
ん
と
保
護
者

■日
 

７
月　

日（
土
）

１６

■時
 

午
後
１
時　

分
〜
３
時

３０

■場
 

駒
沢
女
子
大
学
実
験
実
習
館
調

理
室　
　

※
駐
車
場
あ
り

■定
 
　

組
２５

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■内
 

モ
グ
モ
グ
期
の
離
乳
食
の
作
り

方
、
試
食
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク

　

未
就
園
の
お
友
達
、
コ
マ
ク
サ

幼
稚
園
で
先
生
と
一
緒
に
遊
び
、

か
ま
ど
で
作
っ
た
カ
レ
ー
を
食
べ

ま
し
ょ
う
。

■対
 

幼
稚
園
に
入
園
し
て
い
な
い
方

■日
 

５
月　

日（
土
）、
６
月
４
日

２８

（
土
）

中
学
校
入
学
向
け

就
学
相
談
説
明
会

　

教
育
上
の
支
援
が
必
要
か
、
ど

の
よ
う
な
支
援
指
導
を
受
け
ら
れ

る
の
か
等
の
不
安
や
疑
問
に
つ
い

て
お
答
え
し
、
相
談
の
流
れ
を
説

明
し
ま
す
。

■対
 

平
成　

年
度
に
中
学
校
に
入
学

２９

さ
れ
る
児
童
の
保
護
者

■日
 

６
月　

日（
月
）

１３

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

ふ
れ
ん
ど
平
尾

■申
 

電
話
（
当
日
申
し
込
み
も
可
）

■問
 

教
育
セ
ン
タ
ー
特
別
支
援
教
育

相
談
室　

1　

・
７
３
０
２

３３１

■申
 

は
が
き
、
フ
ァ
ク
ス
、
メ
ー
ル

〔
必
要
事
項
①
保
護
者
氏
名
②
お

子
さ
ん
の
生
年
月
日
③
住
所
（
郵

便
番
号
を
含
む
）
④
電
話
番
号
〕

■限
 

７
月
８
日（
金
）必
着

■先
 

■問
 

駒
沢
学
園
健
康
栄
養
相
談
室

（
〒　

・　

稲
城
市
坂
浜　

）　

２０６

８５１１

２３８

1　

・
７
１
６
７（
火
〜
金
曜
日
、

３５０
午
前　

時
〜
午
後
４
時
）、
5　
・

１０

３５０

７
１
７
５
、
� eiyou

‐ care
@
kom

ajo.ac.jp

レ
ス
ポ
ー
い
な
ぎ
発
達
支

援
講
座

発
達
障
害
基
礎
講
座

「
合
理
的
配
慮
と
そ
の
考

え
方
」

土
曜
あ
そ
ぼ
う
会

■時
 

午
前　

時
〜
正
午（
雨
天
実
施
）

１０

■場
 

コ
マ
ク
サ
幼
稚
園

■問
 

コ
マ
ク
サ
幼
稚
園
（
藤
野
）　

1　

・
１
４
５
４

３７７

介
護
予
防
教
室

い
き
い
き
暮
ら
す
た
め
の

食
べ
方
の
ヒ
ン
ト

認
知
症
の
方
を
介
護
し
て

い
る
家
族
の
会

「
や
ま
も
も
の
会
」

■対
 

老
人
性
白
内
障
の
手
術
に
よ
り

視
力
の
回
復
が
可
能
な
方
の
う
ち
、

身
体
上
の
理
由
に
よ
り
人
工
水
晶

体
を
挿
入
で
き
ず
特
殊
眼
鏡
ま
た

は
コ
ン
タ
ク
ト
レ
ン
ズ
を
必
要
と

す
る
方
で
、
次
の
全
て
の
要
件
に

該
当
す
る
方

①
市
内
に
住
所
を
有
す
る　

歳
以

６５

上
の
方

②
本
人
の
所
得
が
別
表
の
基
準
額

以
下
の
方

③
生
活
保
護
を
受
け
て
い
な
い
方

■申
 

窓
口

▽
申
請
に
必
要
な
も
の

所得基準額表

基準額扶養
親族

257万2千円0人

305万2千円1人

343万2千円2人
以上

募
集
し
ま
す

稲
城
市
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業

第
１
号
事
業
指
定
事
業
者

66月月11日日はは人人権権擁擁護護委委員員のの日日
特特別別相相談談をを開開催催ししまますす

人人材材ババンンクク
（（市市政政参参加加協協力力者者））
登登録録者者募募集集

　市ではホームステイを受け入れていただける方の
事前登録制度「ホストファミリーボランティアバン
ク」を作り、登録者を募集しています。皆さんもホ
ストファミリーに登録して、外国人と交流しましょ
う。
■対次の条件を全て満たす方
①国際交流活動の趣旨を理解し、積極的に活動に参
加できる方
②代表者が20歳以上で、市内に在住し家族全員の
同意を得ている方
③部屋の提供など快適で安全にホームステイができ
るよう環境づくりに努め、ホームステイで訪れる方
に対し誠意をもって対応する意思がある方

▽ホームステイの流れ　市や市教育委員会がホーム
ステイの受け入れを行う際、ホストファミリー登録
者の中から候補者に連絡をします。
※ホームステイの内容や条件については個別に異な
りますので、連絡があった時にお尋ねください。
※原則として活動は無報酬とし、経費の負担も行い
ません。
■申窓口
※登録申込書は市民協働課、平尾・若葉台出張所、
各文化センター、市�で入手可
■先■問市民協働課協働推進係

登登録録者者募募集集
ホホスストトフファァミミリリーー
ボボラランンテティィアアババンンクク

　

申
請
書
や
申
請
用
の
封
筒
等
を

広
報
い
な
ぎ
５
月
１
日
号
と
一
緒

に
全
戸
配
布
し
ま
し
た
。

　

支
給
対
象
者
等
に
つ
い
て
は
、

申
請
書
類
や
市 　 
を
ご
覧
く
だ
さ

HP

い
。

■申
 

郵
送

※
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

必
要
書
類
を
添
付

■限
 

８
月
２
日（
火
）消
印
有
効

■問
 

○
生
活
福
祉
課
臨
時
福
祉
給
付

金
担
当　

1　

・
８
８
７
６
（
平

３７７

日
午
前
９
時
〜
午
後
５
時
）

○
厚
生
労
働
省
給
付
金
専
用
ダ
イ

ヤ
ル　

1
０
５
７
０
・　
・　
（
平

０３７
１９２

日
午
前
９
時
〜
午
後
６
時
、
７
月

　

日
ま
で
は
土
・
日
曜
日
、
祝
日

３１も
開
設
）

ご
注
意
く
だ
さ
い

振
り
込
め
詐
欺

　

市
や
厚
生
労
働
省
等
が
Ａ
Ｔ
Ｍ

（
現
金
自
動
預
払
機
）
の
操
作
を

お
願
い
す
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

■対
 

介
護
を
し
て
い
る
家
族
ま
た
は

関
心
の
あ
る
方

■日
 

６
月
１
日（
水
）

■時
 

午
前　

時
〜
正
午

１０

■場
 

ひ
ら
お
苑（
平
尾
２
の　

の　

）

４９

２０

■費
 
　

円
程
度
（
お
茶
代
）

１５０
■申
 

電
話
〔
５
月　

日（
月
）〜
〕

１６

■先
 

■問
 

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
ひ

ら
お　

1　

・
６
０
８
８

３３１

①
眼
内
レ
ン
ズ
を
挿
入
で
き
な
い

理
由
が
書
か
れ
た
医
療
機
関
の
証

明
書
②
特
殊
眼
鏡
等
の
領
収
書
③

前
年
の
所
得
状
況
を
証
明
す
る
書

類※
申
請
は
手
術
を
受
け
た
日
か
ら

１
年
以
内
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
高
齢
福
祉
係

▲昨年度の講座の様子

※
選
定
後
、
事
業
所
指
定
の
た
め

の
書
類
は
別
途
必
要
。

■限
 

６
月　

日（
水
）

１５

※
事
前
協
議
応
募
申
出
書
受
付
日

■先
 

■問
 

高
齢
福
祉
課
地
域
支
援
係

申
請
受
付
中

高
齢
者
向
け
給
付
金



28・5・15 代表電話は042－378－2111　（4）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

6
月
1
日
現
在
で
、
全
て
の
企
業
・
事
業
所
を
対
象
に
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
を
実
施
し
ま
す
。
調
査
の
実
施
に
当
た
っ
て
は
、
5
月　

日（
金
）か
ら
下
旬
に
か
け
て
、
本
人
写
真
付
き
の
調
査
員
証

20

■問

ご
協
力
く
だ
さ
い

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

 特 集 

障障害害ののああるる人人ももなないい人人もも共共にに暮暮ららせせるる社社会会をを目目指指ししてて
障障害害者者差差別別解解消消法法がが施施行行

■問障害福祉課障害福祉係

　正当な理由なく、障害を理由としてサービスの提供を拒否した
り、制限したり、条件を付けるような差別をすること

具体的な事例
○窓口や受付での対応を拒否
したり、順番を後回しにす
る。
○車いすを利用していること
や身体障害者補助犬を連れて
いることを理由にお店に入る
ことを断る。
○障害があるという理由だけ
でアパートなどの部屋を貸さ
ない。

　障害のある人から、何らかの配慮を求められた場合に、負担になり過ぎない
範囲で社会的障壁（※）を取り除くための工夫や対応を行うこと

具体的な事例
○段差がある所を車いすで利用する場合、
スロープを設置したり、補助をする。
○メニューをわかりやすく説明したり、写
真を活用したりする。
○筆談、読み上げ、手話など、その人に応
じたコミュニケーション方法で伝える。

※社会的障壁とは、障害がある人にとって、日常
生活や社会生活を送る上で障壁となるようなも
のをいいます。

　【例】通行、利用しにくい施設、障害のある人
への偏見、障害がある人の存在を意識していな
い習慣や文化など

市役所で取り組んでいる事業

　ヘルプカードは、障害のある人等が普段
から身に付けておくことで、日常生活で困
った時に配慮や手助けを求めやすくするも
のです。ヘルプカードを持っている方が困
っているのを見かけたら、声をかけていた
だき、ヘルプカードに書かれている支援を
お願いします。

▼ ▼対象となる「事業者」とは
○一般の企業やお店
○個人事業者
○ボランティア活動をするグループ
○ＮＰＯなどの非営利事業者　など
※同じサービスを繰り返し継続して行う個人や団体が対象

▼ ▼対象となる「障害のある人」とは
　身体障害、知的障害、精神障害（発達障害を含む）のあ
る人、その他心や体のはたらきに障害がある人で、障害や
社会の障壁（バリア）によって、日常生活や社会生活が困
難になっている人全てが対象です。障害者手帳を持ってい
ない人も含まれます。

○手話通訳者等の派遣
　病院へ行く場合や、市の講演会など、社会参加等のため必要とする場合に手話通
訳者等を派遣します。

○市議会の対応
　市議会の傍聴をする場合、希望される方に手話通訳者等を派遣します。また市ホ
ームページで本会議の中継を行っています。

○点字版広報・声の広報の発行・配布
　「広報いなぎ」「いなぎ市議会だより」「生涯学習だよりひろば」の点字版と、
内容を朗読したカセットテープに吹き込んだ「声の広報」を発行しています。

○誰でも見やすい市ホームページの作成
　表示サイズや画面カラーが変更できたり、ホームページの内容を合成音声で読み
上げる機能を導入しています。

○筆談ボードの設置
　市役所全ての窓口に筆談ボードを設置しています。

○図書館の各種サービス
　希望の本を音訳します。また来館が困難な方への図書の宅配サービスも行ってい
ます（要事前登録）。

「ヘルプカード」をご存じですか？

■対市内在住で、障害や難病
等をお持ちの方、日常生活
や緊急時に支援を必要とす
る方

▽配布場所　障害福祉課、社会福祉協議会、
マルシェいなぎ

「ヘルプカード」を
配布しています！

「不当な差別的取扱い」とは 合理的配慮の提供とは

NO

NO

 障害者差別解消法とは 
　「障害を理由とする差別の解消の推進に関する法律（障害者差
別解消法）」が平成28年4月1日に施行されました。この法律は、
障害のある人もない人も、互いにその人らしさを認め合いながら、
共に生きる社会をつくることを目指し、国や市などの行政機関や、
会社などの民間事業者に、障害のある人に対する「不当な差別的
取扱いの禁止」「合理的配慮の提供」を求めています。

合理的配慮の提供不当な差別的取扱い

しなければ　　
ならない 　　してはならない　国の行政機関・

市役所等

するように　　
努力　 　　してはならない　

民間事業者
（個人事業者、会社、ＮＰＯ等
の非営利事業者も含む）

禁止禁止

禁止禁止

法法的的
義義務務

努努力力
義義務務



を
持
参
し
た
統
計
調
査
員
が
お
伺
い
し
ま
す
。
な
お
、
調
査
票
の
記
入
内
容
は
、
統
計
法
に
基
づ
き
秘
密
が
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
正
確
な
ご
記
入
を
お
願
い
し
ま
す
。
■問
総
務
契
約
課
総
務
係

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査

（5）　代表電話は042－378－2111 28・5・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

鶴
川
街
道
 

小
田
良
通
り 

小田良 
地区 

坂浜浄水場 坂浜浄水場 

ラーメン店 

（仮称） 
稲城消防出張所 
（仮称） 
稲城消防出張所 

第5保育園 

上平尾 
地区 

天
神
通
り 学園通り 

稲城第二 
中学校 
稲城第二 
中学校 

稲城 
ふれあいの森 

日大グラウンド 

若葉総合高校 よみうり 
カントリー 
クラブ 

平尾中央通り 

多3・4・17号 
坂浜平尾線 

交通開放区間 

工事中区間 

税金 税金 消防署 消防署 

まち 
づくり 
まち 
づくり 

募
集
し
ま
す

消
防
支
援
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

市
で
は
、
大
地
震
に
対
し
、
住

宅
が
必
要
な
耐
震
性
能
を
有
し
て

い
る
か
を
判
断
す
る
耐
震
診
断
及

び
耐
震
改
修
工
事
に
要
し
た
費
用

の
一
部
を
助
成
し
て
い
ま
す
。
詳

細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

都
市
計
画
課
開
発
指
導
係

　

市
内
で
大
規
模
な
地
震
災
害
が

発
生
し
た
際
に
、
消
防
職
員
と
協

力
し
被
害
の
拡
大
防
止
な
ど
の
活

動
を
す
る
市
民
を
募
集
し
て
い
ま

す
。

■対
 

市
内
在
住
で　

歳
以
上　

歳
未

１８

６５

満
の
健
康
な
方

適
正
に
利
用
し
ま
し
ょ
う
！

救
急
車

　

市
の
平
成　

年
中
の
救
急
出
場

２７

件
数
は
３
３
８
０
件
で
、
平
成　
２６

年
中
に
比
べ
て　

件
減
少
し
ま
し

１５１

た
。
今
年
は
４
月
１
日
現
在
昨
年

同
月
比　

件
増
加
し
て
い
ま
す
。

１０９

そ
の
中
の
ご
く
一
部
に
適
正
な
救

急
車
の
利
用
と
は
言
え
な
い
も
の

が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。
本
当
に
必

要
な
人
の
と
こ
ろ
へ
救
急
車
の
到

着
が
遅
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

救
急
車
は
緊
急
に
医
療
機
関
へ

搬
送
す
る
た
め
の
も
の
で
す
。
病

院
へ
行
く
べ
き
か
迷
う
よ
う
な
場

合
は
、
携
帯
電
話
・
Ｐ
Ｈ
Ｓ
・
プ

ッ
シ
ュ
回
線
の
場
合
、
救
急
相
談

　

消
防
署
で
は
、
市
民
の
方
が
集

ま
る
お
祭
り
や
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン

ト
な
ど
で
、
い
ざ
と
い
う
時
の
た

め
に
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
自
動
体
外
式
除

細
動
器
）
を
無
償
で
貸
し
出
し
て

い
ま
す
。

■対
 

医
師
・
救
急
救
命
士
ま
た
は
普

通
救
命
講
習
Ⅰ
以
上
の
講
習
修
了

者
を
確
保
で
き
る
市
内
の
団
体

※
利
用
に
は
申
請
が
必
要
で
す
。

稲
城
市
消
防
団
新
体
制
で

ス
タ
ー
ト

　

特
別
徴
収
と
は
、
事
業
主
の

方
（
特
別
徴
収
義
務
者
）
が
従

業
員
の
方
（
納
税
義
務
者
）
に

代
わ
り
、
毎
月
給
与
か
ら
個
人

住
民
税
を
差
し
引
き
、
納
入
し

て
い
た
だ
く
制
度
で
す
。

　

東
京
都
で
は
平
成　

年
度
か

２９

ら
原
則
と
し
て
全
て
の
事
業
主

の
方
に
、
特
別
徴
収
義
務
者
の

指
定
を
実
施
し
ま
す
が
、
以
下

の
基
準
に
該
当
す
れ
ば
例
外
的

に
普
通
徴
収
（
従
業
員
の
方
自

身
が
納
付
）
と
す
る
こ
と
も
で

き
ま
す
。
そ
の
場
合
、
給
与
支

払
報
告
書
提
出
時
に
「
普
通
徴

収
切
替
理
由
書
」
を
併
せ
て
提

出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

普
通
徴
収
を
認
め
る
基
準

①
総
従
業
員
数
が
２
人
以
下（
他

の
区
市
町
村
を
含
む
事
業
所
全

体
の
受
給
者
の
人
数
で
、
②
〜

⑥
の
理
由
に
該
当
し
て
普
通
徴

収
と
す
る
対
象
者
を
除
い
た
従

業
員
数
）

②
他
の
事
業
所
で
特
別
徴
収

③
給
与
が
少
な
く
税
額
が
引
け

な
い

④
給
与
の
支
払
い
が
不
定
期（
例

＝
給
与
の
支
払
い
が
毎
月
で
な

い
）

⑤
事
業
専
従
者
（
個
人
事
業
主

の
み
対
象
）

⑥
退
職
者
ま
た
は
退
職
予
定
者

（
５
月
末
日
ま
で
の
退
職
。
休

職
等
に
よ
り
４
月
１
日
現
在
で

給
与
の
支
払
い
を
受
け
て
い
な

い
方
を
含
む
）

■問
 

特
別
徴
収
制
度
＝
東
京
都
主

税
局
個
人
都
民
税
対
策
課　

1

　

・
５
３
８
８
・
３
０
４
６
、

０３具
体
的
な
手
続
き
＝
従
業
員
が

　

消
防
団
長
の
松
本
幸
次
郎
氏
が

３
月　

日
で
任
期
満
了
と
な
り
、

３１

消
防
団
員
の
推
薦
に
よ
り
４
月
１

日
付
で
市
長
に
任
命
を
受
け
再
任

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
副
団
長
も
、
馬
場
芳
則

氏
、
城
所
達
也
氏
が
団
長
の
任
命

を
受
け
再
任
さ
れ
、
新
分
団
長
は

次
の
と
お
り
任
命
さ
れ
ま
し
た
。

第
一
分
団
長　

栗
山　

武
氏

（
矢
野
口
地
区
）

第
二
分
団
長　

松
本　

篤
氏

（
東
長
沼
地
区
）

第
三
分
団
長　

光
瀬　

宗
秀
氏

（
大
丸
・
向
陽
台
地
区
）

第
四
分
団
長　

芦
川　

康
英
氏

（
百
村
・
向
陽
台
地
区
）

第
五
分
団
長　

加
藤　

将
人
氏

（
坂
浜
・
若
葉
台
地
区
）

第
六
分
団
長　

本
田　

真
也
氏

（
平
尾
地
区
）

第
七
分
団
長　

川
崎　

洋
平
氏

（
押
立
地
区
）

第
八
分
団
長　

北
鶴　

龍
朗
氏

（
長
峰
・
若
葉
台
地
区
）

消
防
団
員
募
集

　

消
防
団
は
、日
夜
地
域
の
安
全
・

安
心
を
守
る
た
め
活
動
し
て
い
ま

す
。
あ
な
た
も
、
ぜ
ひ
消
防
団
で

活
躍
し
て
み
ま
せ
ん
か
。
入
団
を

お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■対
 

市
内
在
住
・
在
勤
で
、
心
身
と

も
に
健
康
な　

歳
以
上
の
男
女

１８

■問
 

防
災
課
消
防
団
係　

1　

・
７

３７７

１
１
９

助
成
し
ま
す

住
宅
リ
フ
ォ
ー
ム
工
事

居
住
す
る
区
市
町
村
の
住
民
税

担
当
課

納期限　5月31日（火）

固定資産税・都市計画税
（第１期）

軽自動車税（第１期）
安心！納税！口座振替 ! !

■問 収納課

参
加
者
募
集

ア
ダ
プ
ト
制
度

　

市
で
は
、
公
園
や
道
路
の
公
共

施
設
を
市
と
市
民
の
皆
さ
ん
と
が

協
働
で
管
理
す
る
ア
ダ
プ
ト
制
度

の
参
加
者
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
の
際
に
は
、
必
要
に
応
じ

て
清
掃
道
具
の
提
供
や
貸
し
出
し
、

ご
み
の
回
収
、
傷
害
保
険
の
加
入

な
ど
を
援
助
し
ま
す
。

　

参
加
を
希
望
す
る
方
は
お
問
い

ご
利
用
下
さ
い

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
・

耐
震
改
修
助
成
制
度

セ
ン
タ
ー
「
♯
７
１
１
９
」
そ
の

他
の
電
話
か
ら
は
1　

・　

・
２

０４２

５２１

３
２
３
に
相
談
す
る
な
ど
、
適
正

な
利
用
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

■問
 

警
防
課
救
急
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ネ
ッ
ト
で
確
認

市
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
マ
ッ
プ

　

市 　 
内
「
い
な
ぎ
マ
ッ
プ
」
に

HP

市
内
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
施
設
を
掲
載

し
て
い
ま
す
。
公
共
機
関
の
他
、

各
民
間
事
業
所
も
確
認
で
き
ま
す
。

お
近
く
の
Ａ
Ｅ
Ｄ
設
置
箇
所
の
確

認
に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

■問
 

警
防
課
救
急
係　

1　

・
７
１

３７７

１
９

貸
し
出
し
ま
す

Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）

　

稲
城
市
商
工
会
で
は
、
住
宅
の

リ
フ
ォ
ー
ム
を
市
内
の
業
者
で
施

行
し
た
場
合
、
経
費
の
一
部
を
助

成
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■先
 

■問
 

商
工
会　

1　

・
１
６
９
６

３７７

▲副団長
城所　達也氏

▲副団長
馬場　芳則氏

▲消防団長
松本　幸次郎氏

▲左から順に、第1分団長から第8分団長

　

東
京
都
都
税
条
例
第
５
条
の

廃
止
に
よ
り
、
市
町
村
窓
口
で

の
都
税
の
受
付
は
、
平
成　

年
２８

度
で
終
了
し
ま
す
。

　

平
成　

年
４
月
以
降
、
都
税

２９

の
納
付
は
最
寄
り
の
郵
便
局
、

金
融
機
関
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス

ス
ト
ア
等
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

市
町
村
窓
口
で
受
付
で
き
る
都

税
と
期
間

○
自
動
車
税
＝
５
月　

日
ま
で

３１

○
個
人
事
業
税
＝
８
月　

日
ま

３１

で
（
第
一
期
）
、　

月　

日
ま

１１

３０

で
（
第
二
期
）

○
不
動
産
取
得
税
＝
平
成　

年
２９

３
月　

日
ま
で
（
納
税
通
知
書

３１

記
載
の
納
期
限
ま
で
）

■問
 

東
京
都
主
税
局
徴
収
指
導
課 

1　

・
５
３
２
１
・
１
１
１
１

０３ 市
町
村
窓
口
で
の

都
税
受
付
が
終
了
し
ま

す

　

稲
城
上
平
尾
土
地
区
画
整
理
事

業
地
区
内
の
多
３
・
４
・　

号
坂

１７

浜
平
尾
線
の
整
備
が
完
了
し
、
稲

城
市
初
と
な
る
ト
ン
ネ
ル
「
上
平

尾
ト
ン
ネ
ル
」
を
含
む
一
部
区
間

を
交
通
開
放
し
ま
す
（
左
図
参

照
）
。

　

多
３
・
４
・　

号
坂
浜
平
尾
線

１７

を
交
通
開
放
す
る
こ
と
で
、
道
路

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
形
成
促
進
や
円

滑
な
消
防
・
救
急
活
動
が
可
能
に

な
り
ま
す
。
ま
た
、
駅
や
公
共
施

設
ま
で
の
ア
ク
セ
ス
や
登
下
校
す

る
児
童
・
生
徒
の
安
全
性
の
向
上

な
ど
様
々
な
効
果
が
得
ら
れ
ま
す
。

■問
 

市
街
地
整
備
課
事
業
調
整
係

■先
 

■問
 

警
防
課
警
防
係　

1　

・
７

３７７

１
１
９

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
 

公
園
・
緑
地
に
つ
い
て
＝
土
木

課
緑
と
公
園
係
、
道
路
・
水
路
に

つ
い
て
＝
管
理
課
維
持
補
修
係

▲アダプト活動状況

■問
 

東
京
都
多
摩
建
築
指
導
事
務
所

開
発
指
導
第
二
課
、
1　

・　

・

０４２

３６４

２
３
８
６
、
稲
城
市
都
市
計
画
課

開
発
指
導
係

　

梅
雨
や
台
風
の
時
期
は
、
長
雨

や
集
中
豪
雨
で
地
盤
が
緩
み
、
が

け
や
擁
壁
な
ど
の
崩
壊
が
起
こ
り

や
す
く
な
り
ま
す
。
特
に
、
危
な

い
が
け
や
不
完
全
な
擁
壁
で
覆
わ

れ
て
い
る
場
所
に
あ
る
家
で
は
、

大
き
な
被
害
を
受
け
る
ば
か
り
で

な
く
、
隣
接
す
る
方
々
の
生
命
、

財
産
に
ま
で
危
険
を
及
ぼ
す
こ
と

も
あ
り
ま
す
。
被
害
防
止
の
た
め

に
、
日
頃
か
ら
家
の
周
り
の
安
全

を
確
か
め
、
危
な
い
石
積
み
や
土

留
め
な
ど
は
補
強
改
善
し
、
雨
水

の
排
水
を
良
く
す
る
な
ど
し
て
安

全
対
策
に
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

　

既
に
、
関
係
機
関
か
ら
改
善
な

ど
の
措
置
を
取
る
よ
う
に
勧
告
を

受
け
て
い
る
方
は
、
補
強
、
改
良

な
ど
の
工
事
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

※
宅
地
造
成
等
規
制
法
で
定
め
ら

れ
た
区
域
内
で
の
一
定
の
高
さ
以

上
の
切
土
・
盛
土
を
し
た
り
、
擁

壁
な
ど
を
築
造
す
る
時
は
、
事
前

の
許
可
が
必
要
で
す
。

が
け
や
擁
壁
の

安
全
対
策
を

5
月

日（
月
）に

30

多
3
・
4
・

号
坂
浜
平

17

尾
線
の
一
部
区
間
を
交
通

開
放

推
進
し
ま
す

個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収



28・5・15 代表電話は042－378－2111　（6）

 ■費 費用（記載のない場合は無料）　■申 申込方法（記載のない場合は不要）　■限 申込期限　■先 申込先　■主 主催　■共 共催　■問問い合わせ

健康 
医療 
健康 
医療 

保険 
年金 
保険 
年金 

　

整
骨
院
・
接
骨
院
、
は
り
・
き

ゅ
う
、マ
ッ
サ
ー
ジ
の
施
術
に
は
、

健
康
保
険
を
使
え
る
場
合
と
使
え

な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
（
左
表
参

照
）
。

　

健
康
保
険
を
利
用
し
て
こ
れ
ら

の
施
術
を
受
け
た
場
合
、
医
療
費

の
う
ち
７
〜
９
割
は
、
健
康
保
険

の
保
険
税
等
か
ら
支
払
わ
れ
ま
す
。

　

な
お
、
国
民
健
康
保
険
で
は
、

整
骨
院
・
接
骨
院
で
健
康
保
険
を

使
用
し
た
場
合
に
つ
い
て
、
詳
細

な
内
容
点
検
を
専
門
の
業
者
に
委

託
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
に
ご
協
力
く
だ

さ
い

　

点
検
の
結
果
、
施
術
を
受
け
た

方
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
票
を
お
送

り
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
被
保

国
民
健
康
保
険

海
外
療
養
費

　

旅
行
な
ど
の
海
外
渡
航
中
に
、

病
気
や
け
が
で
、
や
む
を
得
ず
現

地
の
医
療
機
関
で
治
療
を
受
け
た

場
合
、
そ
の
医
療
費
は
帰
国
後
、

申
請
に
よ
り
海
外
療
養
費
と
し
て

給
付
を
受
け
ら
れ
ま
す
。　

　

国
民
健
康
保
険
で
は
、
渡
航
の

事
実
等
を
確
認
し
、
適
正
な
保
険

給
付
を
行
う
た
め
、
申
請
時
に
パ

ス
ポ
ー
ト
、
領
収
明
細
書
と
診
療

内
容
明
細
書
（
各
日
本
語
翻
訳
付

き
）
、
調
査
同
意
書
な
ど
の
確
認

書
類
が
必
要
で
す
。
ま
た
、
高
額

な
案
件
な
ど
現
地
調
査
が
必
要
な

案
件
は
、
詳
細
な
内
容
点
検
調
査

も
実
施
し
、
点
検
結
果
に
よ
り
、

受
診
者
の
方
に
照
会
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

■先
 

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険

係

■対
 

接
種
日
現
在
、
生
後
１
歳
に
至

る
ま
で
の
お
子
さ
ん

※
生
後
５
カ
月
に
達
し
た
時
か
ら

生
後
８
カ
月
に
達
す
る
ま
で
が
標

準
的
な
接
種
時
期
で
す
。

■日
 

６
月
９
日（
木
）

▽
受
付
時
間　

午
後
１
時　

分
〜

３０

３
時　

※
受
付
開
始
時
は
大
変
混
み
合
い

ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
の
あ
る

方
は
、
時
間
を
ず
ら
し
て
ご
来
場

く
だ
さ
い
。

■持
 

母
子
健
康
手
帳
、
予
診
票

※
対
象
年
齢
を
過
ぎ
る
と
自
費
と

な
り
ま
す
。
お
子
さ
ん
の
病
気
な

ど
に
よ
り
、
当
日
接
種
で
き
な
い

険
者
の
皆
さ
ん
の
大
切
な
保
険
税

を
公
平
か
つ
適
切
に
運
用
し
、
医

療
費
の
適
正
化
を
図
る
た
め
、
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
へ
の
ご
協
力
を
お

願
い
し
ま
す
。

■問
 

保
険
年
金
課
国
民
健
康
保
険
係

健康保険が使えない例
（全額自己負担）健康保険が使える場合

急な外傷によらない、痛み
やこり等
○疲労回復
○日常生活などによる痛み
やこり
○病気（神経痛・関節炎・
五十肩・ヘルニアなど）
からくる痛みやこり
○以前けがをして治った
が、再び痛み出した場合

など

急な外傷による、以下のけ
が
○捻挫
○打撲
○挫傷（肉離れなど、血が
肌の外に出ないけが）
○骨折・不全骨折・脱臼（応
急手当を除き、医師の同
意が必要）

整骨院・
接骨院

（一部医師の
同意が必要）

○左記以外の原因による肩
こり・痛み
○疲労回復　など

○神経痛、腰痛症、五十肩
○リウマチ
○頸腕症候群
○頚椎捻挫後遺症

はり・きゅう
（医師の同意
が必要）

○疲労回復
○慰安　など

○筋麻痺
○関節拘縮（関節の動く範
囲が狭くなったり、動か
なくなったりする）など
の、医療上マッサージを
必要とする症例

マッサージ
（医師の同意
が必要）

実
施
し
ま
す

歯
周
疾
患
検
診

　

対
象
者
に
は
受
診
券
を
送
付
し

ま
す
。こ
の
検
診
を
き
っ
か
け
に
、

日
頃
困
っ
て
い
る
こ
と
の
相
談
も

含
め
て
ぜ
ひ
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

■対
 

４
月
２
日
〜
平
成　

年
４
月
１

２９

日
の
間
に　

・　

歳
に
な
る
方

４０

５０

■日
 

５
月　

日（
月
）〜
平
成　

年
３

１６

２９

月　

日
１５

■場
 

■先
 

市
内
指
定
歯
科
医
療
機
関

※
送
付
さ
れ
る
受
診
券
参
照

■内
 

問
診
、
歯
周
組
織
検
査

■費
 

無
料
（
公
費
負
担
）

※
治
療
が
必
要
な
場
合
は
実
費

■申
 

受
診
券
が
届
い
た
ら
医
療
機
関

へ
直
接
予
約

各種検診一覧

前立腺がん検診
（医師会実施事業）

結核検査
（エックス線）、　
心電図検査、腎機
能検査、尿酸検査

大腸がん検診

4月1日～平成29年
3月31日の間に、55・
60・65・70歳にな
る男性市民の方

昭和52年4月1日以前生まれの市民対象

血液検査による、腫
瘍マーカー検査

①結核検査＝胸部エック
ス線検査
②心電図検査
③腎機能検査＝血液検査
④尿酸検査＝血液検査

免疫法便潜血検査
2日法（2回検体
を採取）

内容

無料（医師会負担）無料（公費負担）

470円（健康保険
証の負担割合が1
割の方150円、2
割の方310円）
※

費用

5月16日（月）～
10月31日（月）5月16日（月）～平成29年3月15日期間

医師会事務局
1377－4946保健センター　1378－3421問い合わせ

※次の方は費用免除になります。該当の方は、保健センターへお問い合わせく
ださい。
①生活保護受給世帯の方②市民税非課税世帯の方③中国残留邦人などの方

５月15日～６月１日の休日急病診療所・休日薬局
診療時間＝午前9時～午後5時 ���� ■問保健センター　1378－3421

地区薬局医療機関日程

東長沼徳永薬局東長沼店
1370－7837

東長沼クリニック
1379－485115日（日）

矢野口マスキ薬局
1377－6025

谷平医院
1377－643322日（日）

大丸南多摩調剤薬局
1379－4382

稲城診療所
1377－612829日（日）

整
骨
院
・
接
骨
院
、
は
り
・

き
ゅ
う
・
マ
ッ
サ
ー
ジ
の

受
診
上
の
注
意

６月の申込受付 �������� ■場■先■問保健センター　1378－3421

備考実施日
（6月）対象事業名

前日まで
に予約

  1  日（水）平成26年5月生まれ2歳児歯科健康診査

17日（金）平成25年11月生まれ2歳6か月児歯科健康診査

10日（金）妊娠16週～27週の方妊婦歯科健康診査

11日（土）

初産婦とそのパートナーの方

両親学級
（パパ・ママコース）　※

【1コース2日制】
17日（金）
24日（金）

母親学級
（マタニティコース）　※

13日（月）第1子の保護者
（平成28年1月生まれ）離乳食調理講習会　※

2日前まで
に予約10日（金）未就学児母子健康相談

※両親学級・母親学級は各先着20組まで、離乳食調理講習会は先着25人まで。

看
護
師
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

よ
る
駅
前
の
保
健
室

■日
 

５
月　

日（
土
）

２８

■時
 

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

■場
 

若
葉
台
駅
改
札
前

■内
 

健
康
チ
ェ
ッ
ク

※
通
常
毎
月
第
２
土
曜
日
（
矢
野

口
駅
改
札
前
）、
第
４
土
曜
日（
若

葉
台
駅
改
札
前
）
に
実
施
。

※
詳
細
は
「
稲
城
市
立
病
院
」 　 HP

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■問
 

市
立
病
院
看
護
部　

1　

・
０

３７７

９
３
１

　

健
康
の
た
め
に
何
か
を
し
な
け

れ
ば
と
考
え
て
い
る
が
な
か
な
か

行
動
に
移
せ
な
い
、
生
活
習
慣
を

変
え
ら
れ
な
い
あ
な
た
に
、
ス
モ

ー
ル
チ
ェ
ン
ジ
活
動
を
提
案
し
ま

す
。

■日
 

６
月　

日（
月
）

２７

■時
 

午
後
１
時　
分
〜
３
時　
分（
受

３０

３０

付
＝
午
後
１
時
〜
）

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

※
お
越
し
の
際
は
公
共
交
通
機
関

を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

■定
 
　

人
（
申
込
先
着
順
）

５０
■講
 

竹
中　

晃
二
氏
（
早
稲
田
大
学

教
授
）

■申
 

電
話

■限
 

６
月　

日（
月
）

２０

■主
 

健
康
な
食
事
づ
く
り
推
進
員
会

参
加
者
募
集

講
演
会

ス
モ
ー
ル
チ
ェ
ン
ジ
で

健
康
生
活

　

各
検
診
の
他
、
特
定
健
康
診
査

と
同
時
に
受
診
で
き
ま
す
。

　

詳
細
は
左
表
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■申
 

市
内
医
療
機
関
（
左
表
参
照
）

へ
直
接
申
込

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３

３７８

４
２
１

予
防
接
種

Ｂ
Ｃ
Ｇ（
結
核
）

平成28年度指定医療機関一覧表
電話番号医療機関名
377－6433谷平医院
379－0939矢野口クリニック
377－0035

※電話予約は不可。
来院にて予約。

こせき内科クリニック

370－8770かじわら内科泌尿器科
クリニック

377－6027松本医院
379－4851東長沼クリニック
379－4870あべ内科クリニック

370－7611稲城腎・内科クリニッ
ク

313－9272菜の花クリニック

379－8880稲城癒しの森内科クリ
ニック

377－6128稲城診療所
予約受付時間

【午前9時～午後4時】
377－1421

稲城市立病院
健診センター

370－0530稲城わかばクリニック
378－3333菊池医院
331－8570簡野クリニック
331－8201高クリニック
331－8221平尾内科クリニック
378－3224桜井医院
378－6677向陽台クリニック
350－7171長峰クリニック
350－6075若葉台クリニック

　

肝
臓
が
ん
の
原
因
と
な
る
肝
炎

の
早
期
発
見
を
し
ま
し
ょ
う
。

※
昭
和　

年
４
月
２
日
〜
昭
和　

５１

５２

年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
方
は
、
全

員
に
受
診
券
を
送
付
し
ま
す
。

■対
 

昭
和　

年
４
月
１
日
以
前
生
ま

５２

れ
の
市
民

※
過
去
に
受
診
し
た
方
は
除
く
。

■日
 

５
月　

日（
月
）〜
平
成　

年
３

１６

２９

月　

日
１５

■内
 

問
診
、
Ｈ
Ｂ
ｓ
抗
原
検
査
、
Ｃ

型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

■費
 

無
料
（
公
費
負
担
）

■申
 

持
参
、
郵
送
、
「
東
京
共
同
電

子
申
請
・
届
出
サ
ー
ビ
ス
」 　 （
携
HP

帯
電
話
の
場
合
は
、
右
下
記
の
Ｑ

Ｒ
コ
ー
ド
）

※
下
記
の
記
入
例

参
照

※
保
健
セ
ン
タ
ー

で
申
込
書
に
記
入
し
、
提
出
可

※
毎
月　

日
に
締
め
切
り
、
翌
月

２２

上
旬
に
対
象
者
へ
受
診
券
と
受
診

案
内
を
郵
送
し
ま
す
。
届
き
ま
し

た
ら
各
医
療
機
関
（
左
表
参
照
）

へ
直
接
予
約
し
受
診
し
て
く
だ
さ

い
。
最
終
申
込
期
限
は
平
成　

年
２９

１
月　

日
で
す
。

２２

※
医
療
機
関
の
一
日
の
予
約
枠
に

は
限
り
が
あ
り
ま
す
。　

■先
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー
（
〒　

・　
２０６

０８０４

肝炎ウイルス
検査希望

1．氏名（フリガナ）
2．生年月日（年齢）
3．住所
4．電話番号

▲申込記入例

肝
炎
ウ
イ
ル
ス
検
査

方
は
、
早
め
に
保
健
セ
ン
タ
ー
に

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
当
日
は
大
変
混
み
合
い
ま
す
の

で
、
車
で
の
来
場
、
付
き
添
い
の

方
の
来
場
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

■場
 

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー

■問
 

保
健
セ
ン
タ
ー　

1　

・
３
４

３７８

２
１

稲
城
市
百
村　

の
１
）　

1　

・

１１２

３７８

３
４
２
１

実
施
し
ま
す

各
種
検
診



（7）　代表電話は042－378－2111 28・5・15

凡例

▲

 ■対対象（記載のない場合はどなたでも）　■日期日　■時時間　■場会場 ■定定員（記載のない場合は定員なし）　■内内容　■講 講師　■持 持ち物

就
労
支
援
情
報
仕
事
を
探
し
て
い
る
方
、
資
格
取
得
を
目
指
し
て
い
る
方
等
に
様
々
な
就
労
支
援
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
市 　 
内
「
く
ら
し
・
手
続
き→

就
労
・
産
業
」
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
■問
経
済
観
光
課
商
工
係

HP

　ＣＯＰＤ（慢性閉塞性肺疾患）という病名を聞
いたことがありますか。この病気は長年の喫煙が
原因となって起きる生活習慣病と考えられていま
す。たかが喫煙と思われるかもしれませんがＷＨ
Ｏ（世界保健機関）の報告では平成24年のＣＯ
ＰＤによる死亡は300万人を超え、全世界の6％
に相当するとされています。
　喫煙されている方は、咳や痰が多いことを自覚
されていることがあります。気管支喘息の様な症
状が出る場合もあります。長期間の咳や痰からし
だいに息切れ症状が出現し、更に進行すると、正
常なガス交換ができなくなり、日常生活の動作も
苦しくてできなくなってしまうことがあります。
喫煙者本人だけでなく、周囲の方も受動喫煙や滞
留喫煙（室内環境に残されたタバコの煙の残留物
による）の害を受けることもあります。
　改善が難しいと考えられていましたが、自律神
経系に作用して気管を拡張させる薬や気道の炎症
を調整する薬を組み合わせる治療が検討されて、
症状の改善だけでなく、長期的な効果も期待され
てきています。なにより禁煙で予防できる疾患で
す。
　診断は、症状や喫煙の長期経過、肺機能検査、
胸部Ｘ線検査や心電図、ＣＴ検査などを合わせ、
喘息やうっ血性心不全、気管支拡張症など他の原
因を検討して行われます。
　症状を十分自覚されておらず、受診されるきっ
かけまで至っていない方もいらっしゃいます。当
院での健診や人間ドックでも、質問票や胸部Ｘ線
検査、肺機能検査などを通して、疾患の兆候にで
きるだけ早く気付き、進行が予防できるようにと
の考えで日々取り組んでいます。ぜひ健診を積極
的に健康維持に活用してください。

稲城市医師会　 奥 　 佳  代 
おく か よ

ＣＯＰＤについて

ヘルスメーター

ＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮＮ
ＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰＰ
ＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯＯ
法法法法法法法法法法法法法
人人人人人人人人人人人人人

市市市市市市市市市市市市市
民民民民民民民民民民民民民
活活活活活活活活活活活活活
動動動動動動動動動動動動動
サササササササササササササ
ポポポポポポポポポポポポポ
ーーーーーーーーーーーーー
トトトトトトトトトトトトト

セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー
いいいいいいいいいいいいい
ななななななななななななな
ぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎぎ

■対
 
　

歳
以
上
の
健
康
な
方
で
、
本

２０

　

自
治
会
に
加
入
し
、
皆
さ
ん
で

「
住
み
よ
い
ま
ち
稲
城
」
を
推
進

し
ま
し
ょ
う
。

自
治
会
の
主
な
活
動
内
容

○
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル

○
清
掃
活
動

○
盆
踊
り　

な
ど

■問
 

総
務
契
約
課
総
務
係

金
曜
サ
ロ
ン
ス
ペ
シ
ャ
ル

稲
城
は
自
然
の
宝
庫

　

身
近
な
公
園
で
見
ら
れ
る
キ
ン

ラ
ン
、
シ
ュ
ン
ラ
ン
、
タ
マ
ノ
カ

ン
ア
オ
イ
な
ど
の
貴
重
な
植
物
は
、

稲
城
の
か
け
が
え
の
な
い
宝
物
で

す
。

　

稲
城
の
自
然
を
こ
よ
な
く
愛
す

る
向
陽
台
在
住
の
自
然
案
内
人
を

お
迎
え
し
、
そ
の
魅
力
を
語
っ
て

も
ら
い
ま
す
。

■日
 

６
月
３
日（
金
）

■時
 

午
後
７
時
〜
９
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ

■講
 

服
部　

道
夫
氏
（
自
然
体
験
活

動
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
・
環
境
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
・
稲
城
市
自
然
環
境

保
全
審
議
会
委
員
ほ
か
）

■問
 

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー
い
な
ぎ　

1　

・
２

３７８

１
１
２

■対
 
　

歳
以
上
の
方

１８
※
パ
ソ
コ
ン
入
門
講
座
を
除
き
、

文
字
入
力
の
で
き
る
方

■内
 

■日
 

■時
 

■費
 

下
表
の
と
お
り

※
ウ
ィ
ン
ド
ウ
ズ　

搭
載
の
ノ
ー

１０

ト
パ
ソ
コ
ン
を
使
用

※
講
習
内
容
な
ど
の
詳
細
は
、
最

寄
り
の
文
化
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
チ

ラ
シ
ま
た
は
「
稲
城
市
シ
ル
バ
ー

人
材
セ
ン
タ
ー
」 　 
等
で
ご
確
認

HP

パソコン講習会
受講料

（テキスト代
含む）

時間曜日日数期日（コース期間）コース

7,000円午前火・水46月14日～22日    　パソコン入門講座

15,000円午後土86月  4  日～7月23日PowerPoint
基礎講座

15,000円午後火86月  7  日～7月26日Word基礎講座
15,000円午後水86月  8  日～7月27日Word応用講座
15,000円午前木86月  9  日～7月28日Excel基礎講座
15,000円午前金86月10日～7月29日Excel応用講座

※午前＝午前9時30分～正午、午後＝午後1時～3時30分

受
講
者
募
集

パ
ソ
コ
ン
講
習
会
・

Ｉ
Ｃ
Ｔ
ミ
ニ
講
座

ＩＣＴミニ講座（事前申込みは不要。当日午後1時までに直接お越しください。
教室のパソコンを使用します）

受講料
（テキスト代
含む）

時間期日コース

1,500円午後6月  6  日（月）はがきの作成・印刷（ワード使用）
1,500円午後6月20日（月）宛名ラベル・名刺作成（ワード使用）

※午後＝午後1時～3時30分

　

市
内
に
は
、
現
在　

の
自
治
会

３８

が
あ
り
ま
す
。

　

自
治
会
は
、
一
定
の
区
域
や
共

同
住
宅
な
ど
に
居
住
さ
れ
て
い
る

方
々
が
日
常
生
活
に
必
要
な
情
報

交
換
を
し
た
り
、
行
政
と
連
携
し

て
地
域
の
課
題
を
解
決
し
た
り
、

住
民
相
互
の
親
睦
を
図
る
活
動
を

行
う
な
ど
、
安
全
で
安
心
、
そ
し

て
豊
か
な
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し

て
い
ま
す
。

※参加企業は多摩地域に本社・事業所の存する企業10社程度
■主■共東京しごとセンター多摩、稲城市、八王子市、町田市、多摩市
■先■問東京しごとセンター多摩1042－329－4524

合合同同就就職職面面接接会会iinn町町田田

　議会の傍聴を希望する方は、当日、
議会事務局でお手続ください。
※請願・陳情は、6月2日（木）午後5
時までに持参してください。
市議会本会議の様子をインターネッ
トでご覧いただけます
　市�内「稲城市議会」から平成
28年第2回定例会本会議の様子を生
中継または録画でご覧いただけま
す。
■問議会事務局議事係

傍傍聴聴ででききまますす
平平成成2288年年
第第22回回定定例例会会

6月10日（金）から開催6月10日（金）から開催 合同就職
面接会

直前対策
セミナー

事前対策
セミナー

6月8日（水）5月30日（月）日程
午後1時～4時
（受付＝午後0時
30分～3時）

午前10時～正午
（受付＝午前9時
30分～10時）

午後2時～4時
（受付＝午後1時
30分～2時）

時間

町田市文化交流センター
（町田市原町田4－1－14）

八王子市学園都市
センター（八王子
市旭町9－1）

場所

－30人30人定員
予約不要、入退場
自由、履歴書持参事前予約事前予約備考

　合同就職面接会を実施します。詳細は、「東京しごとセンター
多摩」�をご覧ください。

く
だ
さ
い
。

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
３
階

■定
 

各　

人
１０

■申
 

往
復
は
が
き
〔
必
要
事
項
①
希

望
コ
ー
ス
（
複
数
可
）
②
住
所
③

氏
名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
④
年
齢
⑤
性

別
⑥
電
話
番
号
〕

■限
 

５
月　

日（
日
）必
着

２２

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
パ

ソ
コ
ン
講
習
会
係
（
〒　

・　

稲

２０６

０８０２

城
市
東
長
沼
２
１
１
２
の
１
）　

シシシシシシシシシシシシシ
ルルルルルルルルルルルルル
バババババババババババババ
ーーーーーーーーーーーーー
人人人人人人人人人人人人人
材材材材材材材材材材材材材
セセセセセセセセセセセセセ
ンンンンンンンンンンンンン
タタタタタタタタタタタタタ
ーーーーーーーーーーーーー

受
講
者
募
集

着
付
け
教
室

　

初
心
者
向
け
に
名
古
屋
帯
や
半

幅
帯
な
ど
が
、
一
人
で
結
べ
る
よ

う
に
指
導
し
ま
す
。

■日
 

６
月　

日
〜
７
月　

日
の
毎
週

１５

２０

水
曜
（
全
６
回
）

■時
 

午
後
７
時
〜
９
時

■場
 

地
域
振
興
プ
ラ
ザ
３
階

■定
 

６
人
（
申
込
先
着
順
）

■費
 

６
千
円

■申
 

窓
口
〔
５
月　

日（
水
）午
前
９

１８

時
〜
〕

※
受
講
者
が
２
人
未
満
の
場
合
は

開
講
し
ま
せ
ん
。

■先
 

■問
 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー　

1　

・
２
２
１
２

３７７

事
業
の
趣
旨
を
理
解
し
、
子
ど
も

の
相
手
が
で
き
る
方

▽
勤
務
内
容　

子
ど
も
の
見
守
り

及
び
受
付
業
務
等

▽
勤
務
日
数　

土
曜
日
を
含
む
週

２
日
程
度
（
日
曜
日
・
祝
日
除
く
）

▽
勤
務
時
間　

１
日
４
時
間
程
度

▽
勤
務
場
所　

市
内
各
小
学
校

※
お
子
さ
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▽開庁時間　午前8時30分～正午、午後1時～5時

▽窓　　口　市民課、保険年金課（国民健康保険係のみ）、
課税課、収納課〔過年度分の税外債権（料金）
の納付書の再発行・相談等は行いません〕

次の休日開庁日は5月28日（土）

　土に親しみながら、家族で楽しくジャガイモ掘りをしませんか。
採れたてのジャガイモの試食もあります。
■対市内在住の方　■日6月25日（土）　■時午前9時30分～
■場坂浜コミュニティ防災センター駐車場
※車での来場はご遠慮ください。
※ｉバス利用の場合は、「稲城第二小学校前」下車徒歩1分
■定50組
※申込者多数の場合は抽選を行い、当選者の方のみ連絡します。
■費1組500円
■申はがき（必要事項①住所②氏名③年齢④電話番号）
※参加者全員分をご記入ください。
※「ジャガイモ掘り参加希望」と明記してください。
■限5月31日（火）必着　■主ＪＡ東京みなみ稲城地区野菜部会
■先■問ＪＡ東京みなみ稲城支店指導経済課（〒206－0802稲城市東
長沼2110－1）　1377－6002

　梅雨時のまちを鮮やかに彩るアジサイ等の展示
即売会と市内産朝採り野菜の即売等を行います。
■日■時6月3日（金）・4日（土）午前9時～午後3時
■場ＪＡ東京みなみ稲城支店
■主稲城市植木 花  卉 生産振興会

か き

■問ＪＡ東京みなみ稲城支店指導経済課
　1377－6002

■日6月5日（日）　■時午後1時～3時
■場桜ヶ丘公園さとやまくらぶ
■定15人　※申込者多数の場合は抽選
■内透明水彩を使った植物画の作成（レクチャー有り）
■講菅野　結花氏（園芸講師・植物画家）
■申往復はがき〔必要事項①住所②氏名（ふりがな）③年
齢④電話番号〕
■限5月25日（水）消印有効
■先■問桜ヶ丘公園サービスセンター初夏の小さな植物画教
室係（〒206－0021多摩市連光寺5－15）　1042－
375－1240

　今年も上谷戸親水公園でホタルの観賞ができます。
■日5月28日（土）～6月6日（月）　■時午後7時30分～9時　■場上谷戸親水公園

▽注意事項
○この期間以外のホタル観賞はご遠慮ください。
○ホタルは、雨が降ると観られません。
○観賞区域は案内図中の①～③となっており、②の場所で特に多く見られます。
○金・土・日曜日は混雑するため、平日の来場にご協力ください。
○金・土・日曜日は一方通行での観賞となります。
○混雑時は、入場制限をする場合があります。
○徒歩または公共交通機関でご来場ください。

▽主催　上谷戸ホタルの夕べ実行委員会
※詳細は、市�をご覧ください。

　東京ヴェルディからコーチを招き、サッカーの基本・応用を学びながら、多摩
市・長野県富士見町の子どもたちと交流を深めます。
■対市内在住・在学の小学3～6年生で、日常のことが一人でできる方
■日8月8日（月）～10日（水）（2泊3日）
※11月3日（木・祝）の試合観戦イベントにも参加します。
■場多摩市立八ヶ岳少年自然の家（長野県富士見町）
■定40人　※申込者多数の場合は抽選
■費5,900円（宿泊費、交通費、食費、保険代等込み）
■申メール、往復はがき〔必要事項①氏名（ふりがな）②性別③学校名④学年⑤サ
ッカー歴（経験年数・所属クラブ名等）⑥保護者氏名⑦郵便番号・住所⑧連絡先
（日中連絡が取れるもの）⑨返信先の住所またはメールアドレス〕
※「子どもサッカー体験事業申し込み」と明記してください。
※参加者1人につき1通の申し込みが必要です。
※当選者の保護者は6月30日（木）午後6時30分に実施の説明会に要参加
■限6月1日（水）必着
■主多摩・稲城子どもスポーツ体験塾実行委員会
■先■問体育課体育係　� taiiku@city.inagi.lg.jp
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案 内 図  

　公益社団法人九段が所有する、千葉県勝浦市の臨海施設「至大荘」で
臨海体験の参加者を募集します。
　天体観測や地層の観察、海水から塩を作る実験などを2泊3日で行い
ます。詳細は「公益社団法人九段」�をご覧ください。
■対小学4年～6年生のいる家族（保護者同伴、兄弟姉妹・幼児も同行可）
※ペットは不可
■日第1期＝8月9日（火）～8月11日（木・祝）、第2期＝8月11日（木・祝）
～8月13日（土）、第3期＝8月13日（土）～8月15日（月）
■場至大荘（千葉県勝浦市守谷40）　■定各期10組（申込先着順）
■費一人1万800円（宿泊費、5食分の食費、保険料を含む）、3歳以上の
未就学児は一人6480円
※現地集合・現地解散のため、交通費は含みません。
■申電話またはファクスで直接申込用紙を請求してください。
■限6月6日（月）～6月17日（金）
■先■問（公社）九段　事務局（月～金曜日の午前10時～午後4時）
　　1377－7446、5379－9003
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開催予定です
第９回上谷戸ホタル鑑賞の夕べ
オープニング
コンサート
　毎年恒例のオープニングコ
ンサートを今年も5月28日
（土）に開催予定です。内容等
は現在調整中ですので、今後
市�等でお知らせします。

４月８日に
ホタルの幼虫を放流しました

　上谷戸ホタルの会、もみの
木保育園（若葉台）の園児、
稲城第二小学校の児童、国際
ソロプチミスト稲城の会員が
集まり、「成虫まで元気に育
ってほしい」という願いを込
め、上谷戸川へホタルの幼虫
を放流しました。


